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神奈川県児童養護施設退所者自立支援資金 貸付重要事項説明書 

 

 

貸付決定を受けた方は、必ず以下の事項を最後までよくお読みください。 

 

１．借用書の作成について 

 お渡しする借用者は、貸付決定を受けた借受人及び連帯保証人と神奈川県社会福祉協議会との契約です
ので、内容をよく確認してください。（借用書の有効期限は発行から 30日以内） 

 

２．借受人について 

借受人は借り入れの目的に即した資金の使用や施設等が行う必要な援助により、経済的及び社会的な自
立を図り、安定した生活を送れるように努めなければなりません。継続的に施設等からの相談・支援を受け
てください。また主たる債務者として償還計画に基づいて償還する義務があります。 

なお、万一借受人が死亡した場合、債務は相続人に相続されることになります。 

 

３．連帯保証人について 

連帯保証人は、償還に関して借受人と同等の義務を負っています。借受人からの返還が滞った場合、連帯
保証人は債権者である神奈川県社会福祉協議会から返還を請求されることになります。請求された連帯保
証人は、借受人の返済能力に関らず請求に応じて支払う義務があります。 

 

４．資金交付期間中について 

申し出内容に変更があった場合は速やかに神奈川県社会福祉協議会に連絡してください。生活状況が資
金交付要件を満たさない場合は、貸付を一時停止する場合もあります。 

 

５．貸付金使用終了後の就労について 

借受人の申請により、裁量猶予の条件を満たしている場合は履行期限の到来していない自立支援資金の
債務の履行を猶予できるものとします。なお猶予期間中、申し出内容に変更があった場合は速やかに神奈川
県社会福祉協議会に連絡してください。裁量猶予の条件を満たさない場合は返済していただく場合があり
ます。 

 

６．返還免除について 

借受人が返還免除の条件を満たした場合は、借受人の申請によって返還が免除されます。 

 

７．督促について 

償還計画通りの償還がなされない場合は、償還支払金の督促を実地する場合があります。何らかの事情で
償還が困難になったときは、必ず神奈川県社会福祉協議会に申し出てください。 

 

８．償還完了まで 

 借用書に記載されている厳守する事項の内容は、必ず守ってください。また、勤務先や住所など現状と変
更が生じた場合には必要書類の提出を行ってください。 

 

 

 

以上の内容について確認しました。 

 

  年  月  日 

              借入申込者  署名               ○印  

 

 

  年  月  日 

              連帯保証人  署名               ○印  
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